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衆
議
院
議
員
長
尾
秀
樹
君
提
出
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
「
一
�
五
℃
特
別
報
告
書
」
に
つ
い
て
の
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
」
が
平
成
三
十
年
十
月
八
日
に
公
表
し
た
い
わ
ゆ
る

「
一
・
五
度
特
別
報
告
書
」
に
お
い
て
は
、
現
在
の
進
行
速
度
で
気
温
が
上
昇
し
続
け
る
場
合
、
世
界
全
体
の
平
均
気
温
の

上
昇
が
、
二
千
三
十
年
か
ら
二
千
五
十
二
年
ま
で
の
間
で
工
業
化
以
前
の
水
準
と
比
べ
て
一
・
五
度
を
超
え
る
可
能
性
が
高

い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
報
告
書
に
お
い
て
は
、
長
期
的
に
気
温
上
昇
を
一
・
五
度
に
抑
え
る
二
酸
化
炭
素
排
出
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
①

そ
の
過
程
に
お
い
て
一
時
的
に
も
一
・
五
度
の
気
温
上
昇
を
超
過
し
な
い
も
の
、
②
一
時
的
に
低
位
の
超
過
を
伴
う
も
の
及

び
③
一
時
的
に
高
位
の
超
過
を
伴
う
も
の
の
三
つ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
①
及
び
②
の
排
出
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
世
界
全

体
の
人
為
起
源
の
二
酸
化
炭
素
の
正
味
排
出
量
（
人
為
起
源
の
排
出
量
か
ら
人
為
的
な
除
去
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
た
量
を
差

し
引
い
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
二
千
三
十
年
ま
で
に
、
二
千
十
年
と
比
べ
て
約
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
四
分

位
範
囲
で
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
）
減
少
し
、
二
千
五
十
年
前
後
（
四
分
位
範
囲
で
二
千
四
十
五
年
か
ら

一



二
千
五
十
五
年
）
に
正
味
排
出
量
が
ゼ
ロ
に
達
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

パ
リ
協
定
（
平
成
二
十
八
年
条
約
第
十
六
号
）
は
、
「
世
界
全
体
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
工
業
化
以
前
よ
り
も
摂
氏
二
度

高
い
水
準
を
十
分
に
下
回
る
も
の
に
抑
え
る
こ
と
並
び
に
・
・
・
摂
氏
一
・
五
度
高
い
水
準
ま
で
の
も
の
に
制
限
す
る
た
め

の
努
力
を
・
・
・
継
続
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
目
的
に
沿
っ
て
地
球
温
暖
化
対
策
の
取

組
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
き
、
政
府
と
し
て
は
、
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」（
平
成
二
十
八
年
五
月
十
三
日
閣
議
決
定
。

以
下
「
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
二
千
三
十
年
度
に
お
い
て
二
千
十
三
年
度
比
で
二
十
六
パ
ー
セ
ン

ト
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
お
い
て
対
策
に
着
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
三
年
ご
と
に

そ
の
目
標
及
び
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
を
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
「
パ
リ
協

定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と
し
て
の
長
期
戦
略
策
定
に
向
け
た
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
金
融
界
、
経
済
界
、
学
界
な
ど
各
界
の

有
識
者
を
交
え
て
関
係
省
庁
が
連
携
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
低
排
出
型
の
経
済
・
社
会
の
発
展
の
た
め
の
長
期
戦
略
を
策
定

す
る
た
め
、
長
期
的
目
標
の
在
り
方
を
含
め
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



四
に
つ
い
て

現
在
、
環
境
省
に
お
い
て
、
中
央
環
境
審
議
会
地
球
環
境
部
会
に
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
活
用
に
関
す
る
小
委
員
会

を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
四
回
会
議
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
御
指
摘
の
炭
素
に
価
格
を
つ
け
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
の
例
と
し
て
は
、
炭
素
税
や
国
内
排
出
量
取
引
制
度
等
が
挙
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
同
小
委
員
会
に
お
い
て
は
、
そ
れ

ら
の
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
効
果
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
効
果
、
我
が
国
産
業
の
国
際
競
争
力
へ
の
影
響
、
他
の
施

策
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
御
議
論
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


